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〔資料〕

学吉Bゼミナールにおける経営学教育の方法と実践
一工場見学・英語教育・論文作成とインターゼミナールー（１）

洞口治夫

あった。

上記の賞を獲得した法政大学経営学部の18名に

は共通点がある。彼らは筆者のゼミナール，法政

大学経営学部洞口ゼミナールに所属していた学生

である。２年間連続学外での懸賞論文を受賞した

という学術的な成果は，偶然にすぎないかもしれ

ない。今後も同様の学習成果が生まれるとは限ら

ない。しかし，たとえそうであったとしても，経

営学教育の実践について学部教育という立場から

筆者の経験を記録することには意味がある。学部

学生の獲得した学術賞を大学という組織が記憶

することは困難でありましてや，その背後にど

のような教育の仕組みがあるのかを知ることも難

しいからである。

本稿は，筆者の職業的経験という意味での「参

与観察」である４．この「参与観察」を記録する

ことには，次のような意義がある。

第一に，大学の学部教育におけるファカルティ・

デイベロプメント（以下，ＦＤと略記）が要請さ

れるなかで，その実践例を示したい。大学におけ

るゼミナールという授業形態を構成していく工夫

としてのＦＤには，多様な方法論が並存しうる。

しかし，その多様な実践例を教員相互に批判的に

検討する習'慣や仕組みは，いまだ定着していると

はいいがたい。本稿の事例を通じて，教員相互が

教育方法を研究する端緒となることを期待したい。

本稿の事例は，筆者の奉職する法政大学経営学

部という「場」に強く限定されるものである。本

稿においても，必要な限りにおいて法政大学経営

学部の教育上の特徴を摘記する。法政大学経営学

部は，大学受験の偏差値では55から60前後という

人口幅の多い領域に位置しており，依然として１００

万人を超える18歳から19歳人口を前提とすれば，

数万人規模の大学生と大学教育への普遍性を持つ

ものかもしれない。決して少数の優れた学生を対

はじめに

1．ゼミナールの年間計画と意図

２．専門英語教育

(以上，本号）

３．レポートと論文の添削

４．インターゼミナール

結語と課題

はじめに

2005年度は豊穣の年であった。法政大学経営学

部３年生の４名が，曰本国際観光学会の主催する

太田記念国際観光懸賞論文で最優秀賞を受賞し

た1．最優秀賞は法政大学の１組であったが，同

時に二人の優秀賞も発表された。－人は立命館ア

ジア太平洋大学専任講師であり，もう一人の優秀

賞受賞者は国際教養大学の専任講師であった2．

若手の研究者・専門家を抑えて，学部学生のグルー

プが最優秀賞を獲得したことになる。

平成17年度中小企業懸賞論文は，機関誌『商工

金融』を出版する財団法人商工総合研究所の主催

する研究助成事業の一つである。昭和6２（1987）

年度から続く歴史を有している。そこでも，法政

大学経営学部３年生の３名が金融部門で準賞を獲

得した。金融部門の本賞に該当者はなく，産業部

門の本賞は同志社大学商学部３年の６人のグルー

プであった。ほかに産業部門の準賞は青山学院大

学国際政治経済学部３年の３人のグループ，株式

会社梅栄堂営業部長，金融部門の準賞は慶應義塾

大学経済学部３年の３人のグループが受賞した。

すでに平成16年度中小企業懸賞論文では，法政

大学経営学部３年生・４年生の６名が金融部門で

本賞，産業部門でも３年生５名が準賞を獲得して

いる3.同年度の産業部門で本賞を獲得したのは

慶應義塾大学経済学部の３年生４名のグループで
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2４学部ゼミナールにおける経営学教育の方法と実践一工場見学・英語教育・論文作成とインターゼミナールー（１）

象とした特殊な事例ではない。

宮坂［1996］は，「大学がエリートの養成機関

ではなく大衆化したものである」ことを前提とし

て「ついてくるものだけを相手にしていればよかっ

た時代は確実に去った」こと，そして「少なくと

も学生が理解できるように講義形態やゼミのあり

方等々を工夫する努力が我々に求められているこ

とだけは真剣に受け止めなければならないだろう」

(71ページ）という問題意識を明確にしている。

この点は本稿と共通する。

宮坂［1996］は，経営学士の教育における「リ

ペラル・アーツ」の重要性を強調し，「２カ年に

わたって学習してはじめて習得できる程度の一般

教育科目」と「ゼミナールの開講」（90ページ）

を提言している。法政大学のゼミナールは，２年

以上同一のゼミに所属することを前提としており，

後者については課題をクリアーしている。ゼミナー

ルでいかに教えるか，についての実践記録を残す

ことが本稿の課題である。

第二に，筆者の担当したゼミナールに参加した

学生諸君が，冒頭に記した懸賞論文にとどまらず，

広く学習の成果を挙げていることを記録したい。

学習成果の評価は主観的であることをまぬかれな

いが，かりに本稿の読者が大学の教職に就く者で

あるとすれば，筆者と同様の方法を試みて成果を

判定するという「仮説検定」の方法があるはずで

ある。すなわち，一つでも多くのゼミナールで筆

者の試みのうちのいくつかを「迫検証」し，有効

`性の判定をしてもらいたいと考えている。筆者の

ゼミナール運営は，教員としての筆者自身，主観

的に満足水準の高いものであるが，参加学生の授

業評価ポイントも高い。

筆者が本稿で提示するいくつかの工夫を，さら

に超克しようとする過程で多様かつ新たな試みが

積み重ねられ，それによって学生の満足度の高い

教育ができることが理想である。より優れた卒業

生を生み出すことによって，教育機関としての大

学が社会に対して貢献していくことになる。教育

方法の革新は，製造業の工場・現場組織における

改善活動のように，地味で，目立たないものであ

るが，教育機関の競争力を高める効果を持つ。ゼ

ミナール運営の成果には，組織学習の部分があり，

一定の教育方法の成果が現れるには数年を要する

であろう。本稿で紹介する教育方法の有効性につ

いて，数年をかけた「迫検証」が生まれることを

期待したい。

第三に，こうした教育の成果が恒常的なもので

はないこと，今後，教育の質を維持することが，

ますます難しくなることが懸念される，という事

実がある。平沢・高久保［2003］は，日本大学商

学部に入学した学生1,000名に対するアンケート

調査を行い，４０％の学生が「将来役立つ基礎的な

知識」を学びたいと答えたことを報告している。

｢学科での専門的知識」「就職に役立つ知識」「資

格に役立つ知識」は３割に満たなかった。平沢・

高久保［2003］が，教育を「教える」という行為

と「学ぶ」という行為の複合体であることを強調

している点は高く評価できるが，講義がつまらな

いと感じる学生に対して，大学入学前に商学・経

営学の「知識」があったかをアンケートで問うて

いる点は，視野が狭窄しているという印象を受け

る。平沢・高久保［2003］では，学部教育におけ

る少人数のゼミナール運営について検討対象となっ

ていない。

ゼミナール教育については，本稿に紹介した教

育方法に加えて新たな工夫が加えられるべき時期

であるかもしれない。それは，法政大学経営学部

をはじめとして，大学という「組織」の構成員に

よって，さまざまな角度から追求されるべき課題

でもあろう5．本稿をきっかけとして，そうした

課題についての情報交換が活発化するならば，日

本の大学教育全体にとっての普遍的な課題に，教

育界が実践を持って答えることになるかもしれ

ない。

以下，第１節では，法政大学経営学部のゼミナー

ル教育の特徴をまとめ，年間の教育計画をまとめ

る。第２節では，レポートと論文による教育の実

践について記録する。第３節ではインターゼミナー

ルについて記録し，その方法と教育効果について

まとめる。第４節では，ゼミナール教育のみによっ

ては解決不可能と考えられる諸問題を摘記し，今

後の課題としたい。

1．ゼミナールの年間計画と意図

第１表は，洞口ゼミナールの2006年度年間計画
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経営志林第43巻３号2006年10月２５

るので，法政大学経営学部では，年に２回合宿を

行うゼミナールもあれば，夏合宿だけ行うという

ゼミナールもある。公式統計がないので，合宿を

行わないゼミナールの比率などについては不明で

あるが，大多数のゼミナールが年に２回の合宿を

行っている。

である。特筆すべきポイントとして，年に３回，

他大学とのインターゼミナールが計画されている

ことが挙げられる。この点については，本稿第３

節で詳述する。夏合宿，春合宿は大学のカリキュ

ラムとして強制されたものではない。合宿を行う

か否かは，ゼミナールの構成メンバーにまかされ

第１表ゼミナールの年間計画の概要（2006年）

前期授業開始。本ゼミ・サブゼミ開始。図書館でのガイダンス。科目登録。

本ゼミでの英語教科書輪読。サブゼミでの論文輪読。

本ゼミでの英語教科書輪読。サブゼミでの論文輪読。

ＯＢ・ＯＧ会。前期授業終了。

夏休み。グループ研究のフィールド調査。

夏合宿（工場見学)。

慶応義塾大学高橋ゼミナールとのインターゼミ。後期授業開始。

本ゼミでの英語教科書輪読。新入ゼミ生選考。

東京大学新宅ゼミナールとのインターゼミ。

上智大学竹之内ゼミナールとのインターゼミ。

後期授業終了。卒業論文，進級論文，進級レポート提出。成績評価。

論文指導。追い出しコンパ。

卒業式。春合宿（工場見学)。論文指導。

月
月
月
月
月
月

４
５
６
７
８
９
 

月
月
月
月
月
月

ｎ
ｎ
Ｌ
１
２
３
 

（出所）筆者作成。

選考

法政大学経営学部におけるゼミナール教育では，

経営学部専任教員が90分２コマを担当し，１学年

１０人前後の少人数で教育を行う。2005年度時点で

法政大学経営学部のゼミナールは52ある。多くの

ゼミナールでは，３年次から４年次にかけて学生

を指導している。2005年度『イントロダクション・

トゥ・セミナー』６に掲載されたゼミへの在籍者

数は，２年次75名，３年次456名，４年次393名で

あった。２年生からゼミを履修することができる

が，２年生の在籍しているゼミナールの数は31で

ある7．

第２表にみるように，法政大学経営学部におけ

る２年次の在籍者数は761名で，３年次は，886名，

４年次が981名である。したがって，全在籍者数

についてみると２年次9.86パーセント，３年次51.47

パーセント，４年次4006パーセントがゼミナー

ルに参加していることになる8．

新ゼミ生の選考は，毎年10月に行われる。経営

学部の学生が組織する学術委員会があり，その合

意のもとで選考日時，合格発表の日時が決定され

る。ゼミナールの選考方法については，学部教授

会の専制的な決定権はない。経営学部学生による

学術委員会が「選考方法の平等」を意識して選考

のプロセスを決定し，教授会に提案してくる。た

とえば，より多くの学生に入ゼミのチャンスを与

えるために，同一期曰に合格発表を掲示する，と

いった試みである。

選考にあたっては，筆者のゼミの場合（以下，

洞口ゼミと記載)，筆記試験，志望動機を記載し

た紙の提出，履歴書の提出が一次試験であり，二

次試験として面接試験を行う。ここ数年は，２年

生の選考にあたっては定員を下回る状況にあり，

競争倍率は１を下回る。この点は，上述した懸念

の根拠でもある。ゼミナールでの教育成果は，今

後，低下していく可能性もある。
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2６学部ゼミナールにおける経営学教育の方法と実践一工場見学・英語教育・論文作成とインダーゼミナールー（１）

第２表法政大学経営学部における在籍者数とゼミナール登録者数（2005年度）

畳■豊悪鶚男囮醇■■■
署者熟

復１１参首翻

２４４１４９３９３ 

３３８４５７３１４００６ 

復１１参不言毎

(注１）ゼミ履修率は小数第二位まで算出。

(注２）１年生ではゼミを履修できない。したがって，合計でのゼミ履修率には意味がない。今後，異なる年次と

の比較が必要となったときの参考資料である。

(出所）法政大学学務部事務資料および『イントロダクション・トゥ・セミナー』2005年度版より筆者作成。

1990年代前半は，英語で喋るのが辛い学生が多く，

日本語が混ざったが，2000年代になると食事時間

の20分程度は英語での会話が続くようになった。

｢夏休みの思い出｣，「最近読んだ本｣，「私の趣味」

など，話しやすいテーマを事前に設定しておき，

4人程度のグループをつくり，最高学年の者が司

会役をする。食事の後，じゃんけんで負けた者が

1分間のスピーチをする場合もある。負けないた

めに必死でじゃんけんをするが，負けた者は１分

間のスピーチを難なくこなせる場合が多い。

付表１には，2006年１月に行った春合宿のスケ

ジュールを掲げた。ここでの英会話のテーマは

｢マイブーム（自分が今熱中しているもの）につ

いて｣，「普段の生活について」などであった。

春合宿は２泊３日，夏合宿は通例３泊４日であ

り，その日程には例年必ず工場見学を最低２件含

むように企画している。筆者がアポイントメント

をとったのは，1997年春のジャーマン・インダス

トリー・センターだけであり，それ以外の工場見

学はゼミナールの「企画係」が探したものである。

日本の工場の多くは小学校５年生の社会科カリキュ

ラムを通じた地域貢献として工場見学ルートを設

けている場合が多く，自動車，ビール，食品といっ

たメーカーでは対応窓口がある。こうした企業に

はインターネットを通じた窓口も整備されており，

申し込みは容易である。

合宿と工場見学

２年生がゼミナールに参加するのは，ｌ年次の

春合宿からである。したがって，まだ履修登録を

する前の１年次２月ないし３月からゼミナールに

参加することになる。合宿の企画は，３年生が立

てる。彼らのゼミの仕事としては最後の仕事であ

り，その前後から就職活動があわただしくなる。

春合宿での課題は，お互いの氏名を記憶し，過

去に経験してきたスポーツや趣味について語り，

｢仲良くなること」である。そのことを基盤とし

て，わからないこと，理解できないことを率直に

質問できる雰囲気づくりが重要になる。第３－１

表および第３－２表は，1996年夏からの合宿の記

録である。合宿場所としては，大学のセミナーハ

ウスのほかに，曰本全国の「青年の家」を利用す

ることが多い。価格が安く，規則正しい生活習'慣

という意味でも貴重なものであるが，近年に至っ

て廃止された「青年の家」も多い。

夏合宿では，工場見学のほかに以下の活動をす

る。すなわち，前期中に終了しなかったテキスト

の輪読，後述するインターゼミナールのための準

備発表，レクリエーションなどを行う。前期に読

破できなかった英文テキストを集中的に読むこと

が多いため，暑く冷房の効かない合宿所で，うち

わをあおぎながらの授業となる場合も多い。

朝食，昼食，夕食では，英語で会話をする。

１年 ２年 ３年

男 女 計 男 女 計 男 女 計

在籍者数 610 241 851 546 215 761 649 237 886 

ゼミ履修者数 ０ ０ ０ 4６ 2９ 7５ 307 158 456 

ゼミ履修率（％） ０ ０ ０ 8.42 13.49 9.86 47.30 66.67 51.47 

４年 計

男 女 計 男 女 計

在籍者数 721 260 981 2,526 953 3,479 

ゼミ履修者数 244 149 393 597 336 933 

ゼミ履修率（％） 33.84 57.31 40.06 23.34 35.26 26.89 
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経営志林第43巻３号2006年10月２７

タイ合宿については任意参加であり９名の学生

と現地調査にのぞんだ。企業訪問のアポイントメ

ントは，学生が分担して行った。訪問調査の趣旨

説明をしたイーメールでの手紙は筆者が学生の準

備した文面をチェックした。

工場訪問を受け入れる企業からすれば，以下の

ような事』情から訪問を歓迎するのかもしれない。

第一は，大学の学部教育に理解をしめし，その水

準をあげることに協力してくれているのかもしれ

ない。第二は，海外現地工場の管理水準には曰々

の努力を払っており，その成果を公開することに

祷踏がないのかもしれない。第三は，東南アジア

の工場の場合，日本では成熟期を迎えた製品を製

造しているため，守秘すべき製品の製造を行って

いるわけではないことがある。第四は，日本の若

者に製造現場を見せることの意味を，日系企業の

担当者が理解している。すなわち，自らの仕事に

対する誇りがある。第四に，やや例外的であるが，

ソニー・アユタヤエ場でのように，タイ人従業員

によって工場に関する英語のプレゼンテーション

が行われ，従業員のプレゼンテーション能力養成

の場として活用している企業もあった。

付表２には，見学先工場に対して事前に送付し

た質問表を含んでいる。工場見学は日産自動車株

式会社栃木工場，富士重工業株式会社群馬製作所

矢島工場，コカ・コーラ・イーストジャパンプロ

ダクツ株式会社岩槻工場で行った。各工場への質

問内容は，「工場について｣，「人的資源管理につ

いて｣，「生産ライン・管理について｣，「海外との

取引・提携について」などの項目を含む。これら

の質問は，ゼミナールの学生が考えた。

人的資源管理については，たとえば，「質問4.

2007年問題等，熟練労働者から若い労働者への技

術の継承問題が昨今話題に上っていますが，貴社

栃木工場ではそのような問題を解決するための取

り組みなどは何か行っていますか」といった質問，

生産ライン・管理については，「質問６．栃木工

場において，生産活動に必要な生産設備や部品な

どはどこから調達しているのでしょうか。また，

部品はどのくらい先まで発注しているのでしょう

か」といった形でジャスト・イン・タイム生産を

視野に入れた質問をしている。また，海外との提

携については，曰産栃木工場に対して，「質問12.

小学生向けの社会科見学コースではない見学先

を学生が準備する場合もある。横浜埠頭公社，日

本郵船横浜コンテナ・ターミナルには，ロジステイッ

クスに強い関心を持つ学生が探してきたものであ

る。松下外装建材は，ゼミナール学生の父親の勤

務先として紹介された。2005年度の場合には，夏

は日立方面，春は栃木方面という地方を決めて，

その後，宿泊先と工場見学先を「企画係」と相談

して決めた。その後，工場とのアポイントメント

は学生がとった。

年によっては，ｌ社のアポイントメントしかと

れない場合もある。合宿の日程が金，土，曰の３

日となった場合に，金曜曰に２社の工場見学を含

むことができない，といった理由がある。多くの

学生にとって，工場を見学することは小学校社会

科の時間以来の経験であるが，なかには製造業の

現場をはじめて見るという学生もいる。小学生の

教科としての工場見学が，清掃場，廃棄物解体現

場など，環境問題に引き寄せられて選択される場

合も多いためである。逆に，環境問題に関心のあ

る洞口ゼミの「企画係」が，環境に配慮した工場

に見学を依頼する場合もある。2002年春の富士フィ

ルム足柄工場と，同年夏の王子製紙江戸川工場は，

リサイクルをテーマとした工場見学となった。

大学学部における経営学の科目では，経営学総

論，経営管理論などの諸科目で，テイラーにはじ

まる生産管理の歴史に触れる。大量生産が要請す

る大量消費と，そのための技法としてのマーケティ

ングの必要性などを理解するうえでは，工場見学

は必須とも思える。ほとんどの大学生はアルバイ

トを行っているが，その就業先はサービス産業に

ほぼ限定されている。

第３－１表および第３－２表に明らかなとおり，

海外での合宿は３回行った。1998年３月の韓国合

宿，2001年９月の香港合宿，2004年２月のタイ合

宿である。各海外合宿は，その企画に熱心な学生

がいたことによって実現した,。韓国合宿の工場

見学先は，旅行代理店によって手配してもらった。

香港合宿においては，企画係の学生数名と筆者で

リコーの日本本社にでかけて訪問調査を依頼した。

キヤノンについては企画係の学生がイーメールで

依頼し，香港のFinanceBureauについても学生

がイーメールで依頼した。
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2８学部ゼミナールにおける経営学教育の方法と実践一工場見学・英語教育・論文作成とインターゼミナールー（１）

ルノー社と提携してから海外部品調達先の変更な

どはありますか。また，変更された場合，それに

よって貴社栃木工場で何か影響を受けたことなど

はありますか」といった質問をした。

見学ルートは小学生と同じものであるが，質問

内容は，高校では学ぶことのない，大学生とし

ての問題意識に到達していると言ってさしつかえ

ない。

第３－１表合宿の記録（1996～2002年）

(出所）筆者作成。

年度 夏／春合宿（実施日） 宿泊先 工場見学先

1996 

夏（96年）

春（97年３月27日～29日）

法政大学

白馬セミナーハウス

法政大学

三浦セミナーハウス

・カゴメ

･ジャーマン・インダストリー

● キリン横浜工場

＆トレードセンター

1997 

夏（９月８日～11日）

春（98年３月29日～３月31日）

八王子大学セミナーハウス

韓国ソウル・ホテル

● 東芝（柳町工場）

･味の素（Ill崎工場）

･三塁電子

･大字自動車

１９９８ 

夏（９月８日～９月11日）

春（99年４月26日～28日）

油壷観光ホテル

東京狭山青年の家

● 

● 

日本ビクター追浜工場

日産自動車追浜工場

･㈱コーセー狭山事業所

･㈱東芝府中工場

1999 

夏１回目

(６月12日～13日）

夏２回目

(９月12日～９月14日）

春（00年３月29日～31日）

法政大学

三浦セミナーハウス

栃木県立唐沢青年の家

山梨県河口湖畔民宿

● なし

･松下外装建材㈱

･㈱オギハラ

･㈱富士急ハイランド

･㈱松下電工ショールーム

2000 

夏（９月20日～９月23日）

春

(01年３月７日～３月９日）

干葉県青少年女性会館

法政大学

三浦セミナーハウス

･㈱)||崎製鉄

･㈱ファンケル

･㈱全日空羽田整備場

･㈱日産自動車追浜工場

2001 

夏（９月10日～９月14日）

春（02年２月１日～3日）

香港．

THEMETROPOLEHOTEL 

(景華国際酒家）

Ill崎青年の家

･TheFinanceBureau（香港大蔵省）
● 

● 

キヤノン珠海工場

リコー深センエ場

･味の素川|崎工場

2002 

夏（９月９日～９月12日）

春

(03年２月12日～14日）

神奈川県

足柄ふれあいの村

法政大学

石岡総合体育館施設

･横浜埠頭公社
● 日本郵船横浜コンテナ・ターミナル

･富士フィルム足柄工場

･王子製紙江戸川工場
● テキサスインスツルメンツ美浦工場
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第３－２表合宿の記録（2003～2005年）

(出所）筆者作成。

"αJBusmess：Ｅ"ujro"ｍｅ"ｔｓα"doperatjo"s， 

10thedition，PearsonEducationlnternational， 

2004,ppl-701を用いている。この教科書を使

い始めたのは2002年度からであり，４年後の2006

年度に第８章を読んでいる。

1997年からPhilipKotlerandGaryArmstrong，

P7mcjp化ｓｑ/Ｍｚ７/Betj"9,7thedition,Prentice

Halllnternational,Inc・を読み，３年間ですべ

ての章を輪読したため，2000年から次の教科書と

して指定したものがPhilipKotler,ＧａｒｙＡｒｍ‐

2．専門英語教育

本ゼミでの英語輪読

本ゼミとは正規の授業時間内に行われるゼミナー

ルのことである。洞口ゼミは火曜曰の４時限目か

ら５時限目午後３時10分から６時20分に開講す

る。これ以外に，サブゼミがあり，こちらは学生

が自主的に勉強を行う時間である。

本ゼミのテキストは，JohnDDaniels,LeeH

RadebaughandDanielP・Sullivan，I7zter"αtjo-

年度 夏／春合宿（実施日） 宿泊先 工場見学先

2003 

夏（９月９日～９月12日）

春

(04年２月２日～２月４日）

タイ現地調査合宿

(04年２月29日～３月６日）

愛知県青年の家

横浜市民ふれあいの里

上郷・森の家

タイ・バンコク

･㈱デンソー高棚製作所

･㈱トヨタ自動車高岡工場

･㈱ソニーＥＭＣＳ幸田テック

● 日本ビクター㈱横須賀工場

･㈱資生堂鎌倉工場

･キヤノン･エンジニアリング･タイランド

(CanonEngineeringThailandLtd.） 

･デンソー･ツール＆ダイ

● 

(DENSOTOOL＆ 

DIEThailandCO.,LTD） 

タイ国トヨタ自動車

株式会社ゲートウェイエ場

(TOYOTAMOTORTHAILAND 

ＣＯ 
。， LTDGatewayPlant） 

・ソニー･テクノロジー・タイランド.

アユタヤセンター

(SonyTechnologyThailand 

AyutayaCenter） 

2004 

夏（８月２日～８月５日）

春

(05年１月31日～２月２日）

)||崎市民プラザ

法政大学

三浦セミナーハウス

● 日産自動車㈱横浜工場

･サントリー武蔵野工場

･JFBスチール㈱東日本製鉄所

2005 

夏（８月３日～８月５日）

春（06年２月６日～２月８日）

水戸市少年自然の家

太田市金山青年の家

･テキサスインスツルメンツ美浦工場

･日立ホーム＆ライフソリューション㈱

電化事業部

● 日産自動車㈱栃木工場

･富士重工㈱群馬製作所矢島工場

・コカ・コーライーストジャパン

プロダクツ㈱岩槻工場
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3０学部ゼミナールにおける経営学教育の方法と実践一工場見学・英語教育・論文作成とインターゼミナールー（１）

う文章で，トマトの生産費が54パーセント低下し

て46パーセントになったのか，あるいは，低下し

た結果として54パーセントになったのか，という

意味を確認する場合もある'１．

内容的な問題としては，たとえば，「アメリカ

資本がメキシコにおいてメキシコ人労働者を使っ

てトマト生産をし，トマトをメキシコからアメリ

カに輸出した場合，メキシコ政府ないしメキシコ

人の立場からみて，どのような懸念があるか」と

いう問題を議論するといった例がある'2．メキシ

コ人農業労働者の雇用と解雇，賃金水準といった

問題のほかに，技術移転，アメリカ資本の利益送

金といったテーマに気づく学生からの意見を引き

出すことになる。

電子辞書の普及によって，学生は，授業中にそ

の場で電子辞書を利用して調べることが可能であ

り，単発的な知識を試す設問はゼミナール教育に

おいては意味をなくしている。たとえば，ＷＴＯ

とは何か，ＧＡＴＴとは何か，といった問いがそ

れに該当する。アメリカ資本によるメキシコでの

トマト生産の問題は，電子辞書には掲載されてい

ない論理的思考を要求するものであり，その論理

を組み立てるには，専門的な知識を必要とする。

strong，Mtz7betj"g：Ａ〃Dztrodzzctjo"’５thedi-

tion,PrenticeHallであった。しかし，内容があ

まりにも冗長ですべての章を読むのをやめた，と

いう経緯がある。同じ著者のテキストであっても，

読みやすく明'快なテキストと説明が冗長で有意義

な図表の少ないテキストがある。

2002年度からは，国際経営論のゼミナールであ

ることを重視して，DanielsandRadebaughの

hter"αtjo"αJBusi"ess第９版を読みはじめた。

マーケティングの教科書に比較すると，国際経営

論の教科書を読解するには必要とされる知識の幅

が広く，また，抽象的であって，早く読み進める

ことは難しい。１年間に１章ないし２章を「精読」

することになる。ひとつの章は，ほぼ30ページか

らなる'0.2006年現在は，同書第10版を読み進め

ている。

毎週１名の３年生が担当者となって「レジュメ」

を作成し，翻訳にほぼ近い形で内容を説明する。

マーケティングの教科書では一週間に20ページを

読み進めていたが，国際経営の教科書では－週間

に３ページほど読み進むことが多い。

英語の問題で時間がかかるときは，たとえば，

Ｔｈｅｒｅａｌｃｏｓｔｏｆｔｏｍａｔｏｅｓｆｅｌｌ５４ｐｅｒcent、とい

第４表法政大学経営学部で英語のテキストを読むゼミナール（1991年）

開講ゼミ総数41ゼミナール

「英語の専門書」

ＥＬ・Frost,Ｔ/ZejVbu)US-jtZpα〃ReZatjo"s/Zip,CharlesETuttleCompany,1987.

Ｒ・Dornbusch＆Ｓ・Fisher,Mtzcroeco"omZcs,５ｔｈｅｄ，１９９０

ＣＶＢｒｏｗｎ＆Ｐ・MJackson,Pu6JjcSectorECo"omics,４ｔｈｅｄ.，1990.

J・BFrenkel＆Ａ・Ragin，FiscalPoliciesandtheWorldEconoｍｙ，1987．

Ｐ・ＫｏｔｌｅｒａｎｄＧ・Armstron９，ＭｔZr/ceti"ｇＭｍｍｇｅｍｅ"t,Prentice-Hall，1989.

Ｇ.Ｌ・Ｕｒｂａｎｅｔａｌ・Ａｄｕα"cedMtzrhetj"ｇStrategy，Prentice-Hall，1991.

Ｒ・Dornbusch＆SFisher,Mtzcroeco"omjcs,５ｔｈｅｄ，1990．

BrealeyandMyers,Pri"cjpJesq/COmorateF伽"ｃａ３ｒｄｅｄ,McGraw-HilL

RGrosseandDKujawa,I7zter"αtjo"αZBusj"ＧＳＳ:Ｔ/DCC､ﾉα"ｄＭｚ"αge7jaJ 

AppZicatjo"s・Ｈｏｍｅwood，Illinois：ＩＲＷＩＮ，1988.

金融

経営学原理

財政学

マーケティング論

統計学

ファイナンス

国際経営論

(注１）金融，経営学原理，財政学の教授はすでに退官されている。

(注２）ファイナンスの教授は離職されている。

(注３）テキストとして教員の指導が前提とされているもののみを抜粋した。ゼミナールの「参考文献」

として英語文献を挙げているゼミナールは含めていない。

(出所）『平成３年度（1991）経営学部講義概要』（法政大学）に英語テキストの記載があるゼミナールより

筆者抜粋。
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いるゼミナールの専門科目である。

1991年に開講されていたゼミナールは41であり，

そのうち７つのゼミナールで英語の専門的テキス

トが利用されていた。専門書のタイトルと開講ゼ

ミナールのテーマとは，明確に対応していた。英

語テキストの利用比率は17.1％となる。

英語テキストの利用

法政大学経営学部のゼミナールで，どの程度英

語のテキストを利用しているのかを推定するデー

タとして，全ゼミに占める英語テキストの利用比

率を求めることができよう。授業内で散発的に英

語の新聞記事などを利用するケースは，ここでは

含まない。第４表は，英語のテキストを利用して

第５表法政大学経営学部で英語のテキストを読むゼミナール（2006年）

2006年（開講ゼミ総数60ゼミナール）

マーケティング論

統計学

組織行動論

人事・雇用問題

国際経営論

Mtz7hetj"gAcrossCuJtu7es・

StrategiesCmdGames・

JonElster,MLtsα"dBoZts/b7SOciaZScie"ces,CambridgeUniversityPress 

「テキスト（主に英文)」

JohnD・Daniels,ＬｅｅＨ・RadebaughandDanielP・Sullivan,I7zte7/zatio"αJBusmess：

E7Mrom7ze"tscMoperatjons,l0thed.,PearsonEducationlnternational’2004． 

Ａｍｅｒｉｃａ〃CrZmeSto7Zes,OxfordUniversityPress・

RaymondChandler,TheBjgSZeep,OxfordUniversityPress． 

アメリカ文学

(注１）テキストは日本語が指定されているが参考文献として英語文献を挙げているゼミナールが１つあった。

また，「英文経済・ビジネス記事輪読」を挙げているゼミナールが１つあったが，上記には含めていない。

(注２）「講義と議論は，日本語と英語で行われる」ことを明記したゼミナールが１つあったが，上記には含め

ていない。

(出所）『法政大学経営学部講義概要（シラパス）2006年度』（法政大学）に英語テキストの記載があるゼミナー

ルより筆者抜粋。

り，それら３つのゼミナールを合計すると，６０ゼ

ミナールのうち９つのゼミナールでなんらかの形

で英語教材が使われていることになる。その比率

は15％にとどまり，1991年の17.1％よりも低下し

ている。やはり15年間の間に英語テキストを利用

した授業の比率は低下したことになる。ただし，

絶対数の増加は，２つのゼミナールでみられたこ

とになる。

英語テキストの利用比率が顕著に上昇しない原

因は，いくつか考えられる。最大の原因は，英語

力のさほど高くない学生に英文テキストを使って

専門的内容を教える，という教育方法が確立され

ていないことであろう。同僚教授・助教授との会

話からの印象にすぎないが，１年か２年，学生に

英文を読ませ，英語読解力と専門的知識のなさに

驚き，そして，英語教材を使うこと白体を放棄し

てしまうケースが多いのかもしれない。

教授・助教授本人は，曰本国内の有名大学卒業

である場合が多く，日本ないしは海外の有名大学

１５年後の2006年には英文テキストの利用比率は

どう変化しただろうか。日本経済の国際化と日本

企業の国際的展開を前提とすれば，英文テキスト

の利用比率が高まっていてしかるべきと想像され

る。しかし，法政大学経営学部における現実はそ

うではなかった。第５表にみるように，開講ゼミ

総数が60に増加しているなかで，英文テキストを

利用するゼミの数は６ゼミナールにとどまってい

る。学科を２学科増設し，その際にいわゆる一般

教養の教授・助教授にもゼミナールを担当しても

らうことになったために，アメリカ文学の教授に

よる「アメリカの犯罪小説」をテーマにしたゼミ

ナールも含まれている。英文テキストの利用を明

記したゼミナールの比率は10.0％となる。

第５表の脚注に示したとおり，学生の独習用と

思われる「参考文献」として英文テキストを挙げ

ているゼミナール，「英文経済・ビジネス記事輪

読｣，「講義と議論は，日本語と英語で行われる」

ことを明記したゼミナールがそれぞれ１つずつあ
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院で博士号ないしＰｈＤを獲得したケースが多

い。また，法政大学では教授・助教授に１年から

２年の在外研究が許されており，５年以上勤務す

ると海外で研究に専心できる。すなわち，上記第

４表から第５表に該当する15年間という期間に，

年間1人から２人の在外研究が行われてきたので

あって，そうした経験を経た教授・助教授らも，

とりわけ英文の専門書を読ませようとはしていな

いことになる。

逆に言えば，英文の専門書を読ませて，その理

解がほとんど不可能であることがわかった時点で，

英文テキストの利用そのものを根本から諦めてし

まう教授・助教授が多いことになろう。学生の英

語理解力を把握し，その理解力を前提として英文

テキストを読み進めるための「教育方法」が，

ＦＤに求められていることになるのかもしれない。

教授本人がどれほど高い学位を有していたとして

も，教育においては不慣れなままということは，

十分にありうる'3．

経営学の専門的知識を日本語で教えるだけで十

分かどうか，についても議論の余地がある。ファ

イナンス，マクロ経済学や統計学といったいくつ

かの専門分野では，抽象度の高い専門用語が多い

ために，日本語で構成概念を理解しておくことは

教育上望ましいであろう。数学的モデルを英語で

理解するか，日本語で理解するかは，教育上の重

要課題ではない。

他方で，経営学の日本語文献を読み通すことは，

社会人となってからも独学で可能な作業ではない

だろうか。大学のゼミナールでの学習内容として

曰本語テキストの輪読のみに傾注することが，グ

ローバル化の進む企業経営を将来実践していく学

生にとって十分な専門知識を与えるものであるか

どうかは疑わしい。前期・後期というシメスター

制が採用されていることもあり，後期には英文テ

キストを読むといったゼミナールの増加を期待し

たいが，現状はそうなっていない。日本語の教科

書を輪読するほうが，教える側からみて楽である

という理由も付加されるべきかもしれない。

英文テキストを用いた教育法について，経営学

の専門教育の経験から気づいたことをメモしてお

けば以下のとおりである。

第一に，明`快な英語で書かれたテキストを選択

し，採用する必要がある。英文の文体にも大きな

幅があり，前提としている知識の量も異なる。す

でに述べたとおり，PhilipKotlerandGary

Armstrong,PrmcjpJesq/Mzrﾉﾔetj"ｇを読み通

すことは楽しい経験であったが，PhilipKotler，

GaryArmstrong,Ｍｔｚ７/Detilzg:Ａ〃Dztroductjo"，

を読むことは時間の無駄に思えた。そうした失敗

を経て，筆者は，たとえば経済学的な知識をジャー

ゴンで示すのみではなく，本文のなかで説明して

いるテキストを採用するようになった。

第二に，ゼミの専門分野と英文テキストのテー

マが一致しているときに，参加学生のモチベーショ

ンを高めるように感ずる。国際経営の場合，－週

間の準備で学生が読める英文テキストの分量が短

いことを考えると新聞記事などを使いたくなるが，

それでは専門分野とのつながりが明確にならない。

－週間単位では短い文章でも，何週間かに－度は

その全体像を説明することで専門性を理解できる。

第三に，英文テキストの輪読は日本語テキスト

を利用するよりも，骨が折れ，苦労が多い。それ

を覚悟して望むならば，一つ一つの文章から一つ

の章全体を理解する学生が生まれる。日本語テキ

ストだけを読んでいては，そうした成長は望めな

い。学生の立場からすれば，より高度な専門的知

識を，より平易に，優しく教えてくれる授業が望

ましい。英文テキストを読むことのできる日本人

学生は，曰本語の教科書・論文を独力で読むこと

ができる。その逆は，必ずしも真ではない。

第四に，高校生の学ぶ文法に関する知識を再度

説明する時間を設ける必要がある。学部学生は，

小学校・中学校・高等学校で習った教科をすべて

理解して大学に進学しているわけではないM･英

語テキストを輪読していくと，使役動詞，第四文

型，第五文型，分詞構文，仮定法過去，仮定を表

す倒置構文などで誤訳が生まれることが多い。学

生のなかには，ｔｏ不定詞を常に「ために」とい

う副詞的用法で訳すケース，あるいは，形式主語

ｉｔを「それ」と訳すケースもある。筆者は使役動

詞，第四文型，第五文型，分詞構文，仮定法過去，

仮定を表す倒置構文などについては，英語文法の

参考書を適宜コピーして配布して，例文とともに

説明する'5゜

次のような例がある。Governmentmayinflu-
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いってよいであろう。（以下，ペーパーペースの

TOEFLの点数に統一して議論を進める｡）

第二は，海外留学を目指す学生にとっての目標

となることである。法政大学には派遣留学の制度

があり，TOEFLで530点を獲得していることが

応募の最低基準である。現実には550点以上を獲

得していないと奨学金の獲得は難しい。また，私

費での留学，後述するＳＡ（スタディ・アブロー

ド）制度を利用した留学にも，TOEFLは必要で

ある。TOEFLという試験そのものの存在を知ら

せる必要もある。

第二は，英語指導の客観的基準となることであ

る。第１図に明らかなように，ゼミナール参加学

生の英語力には大きなばらつきがあり，入学年に

よっても大きな変動がある。TOEFL400点程度の

学生の場合，基本的な英語文法をきちんと教え直

す必要がある。また，いわゆる受験に必要な単語

を覚えていない水準でもある。逆にTOEFL500

点を獲得している学生の場合には，大学１．２年

生程度の基本的な文法と語彙を習得しているので，

長文の読解，訳文の磨き方，専門用語の適切な訳

語などを教える水準にある。

第三は，学生の自主的な英語学習の指針となる

ことである。TOEFLで高得点を獲得するにはリ

スニング・文法・読解・英作文といった総合的な

学習方法が要請されるので，モチベーションの高

い学生にとっては自主的な勉強の指針となる。稀

にではあるが，海外での長期滞在経験を持つ学生

もおり，彼ら，彼女らは学部生のうちにTOEFL

600点近傍を獲得している。TOEFL600点はアメ

リカの有名大学院の入学に必要なレベルの英語力

であり，その水準に学部学生で到達していること

は賞賛に値する。

encetheirhome-basedcompaniestoestablish 

FDIbecauseofpoliticalmotives16．という文章

について，ある学生が「政府は，政治的な動機の

ため海外直接投資を行うために母国の企業に影響

するかもしれない」という訳文を作成した。この

場合には，「influence＋目的語十ｔｏ不定詞」とい

う構文を理解せずに，「toestablish」をｔｏ不定

詞の副詞的用法で訳していることになる。したがっ

て，この授業時間にはその点を指摘し，次の週に

は文法の参考書によって「ＳＶＯ＋ｔｏ不定詞」の

用法を説明して，目的語（Ｏ）がｔｏ不定詞の主

語の働きをする例文をしめす必要が生まれる。

Ｍｙｍｏｔｈｅｒｔｏｌｄｍｅｔｏｅａｔｍｏｒｅｖｅｇｅｔａｂles．あ

るいは，Ｉｗａｎｔｙｏｕｔｏｂｅｍｏｒｅｃａｒｅｆｕｌ．といっ

た例文である'7゜そののち上記の文章について，

｢政府は，政治的な動機のため，自国の企業が海

外直接投資を行うように働きかけるかもしれない」

という訳文に改めることになる。文法の知識が，

美しい日本語の訳文を生み出すことが理解されれ

ば，正誤を「覚えるもの」としての文法から，

｢使うもの」としての文法に質的な転化が行われ

る。そのことを理解できる学生が何割かはいる。

第五に，英語と研究とのつながりを学生に示す

ことは効果的である。自らが大学の研究者である

以上，英語論文の作成，海外現地調査，国際コン

ファレンスの開催や参加，海外からの研究者の紹

介など，ゼミナールという教育活動以外の研究活

動において，英語の利用が必須であることを学生

に機会をみて知らせることが重要である。大学に

おける研究の必要性があるから英語を読んでいる

ということを理解した学生は，留学を目指し，大

学院進学を目指す。

TOEFL受験

洞口ゼミナールの３年生には，TOEFL（Test

ofEnglishasForeignLanguage）の受験を義

務づけてきた。その目的は三つある。

第一は，TOEFLがグローバルな大学教育にお

ける共通の指標となっているからである。アメリ

カ，イギリスのみでなく，英語によって教育を行

う世界の大学において，ＴＯＥＦＬは必須となって

いる。著名な大学院への進学のためには600点，

学部教育のためには550点が目安となっていると
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第１図洞口ゼミナール在籍者のTOEFL獲得点数分布の推移
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(出所）筆者作成。

第１図については，若干の説明が必要であろう。

まず，TOEFL受験をしたのは筆者のゼミナール

に在籍した３年生である。２年次からゼミに入る

ことができるが，TOEFL受験は３年生に課して

いる。1991年から2005年までの受験者数合計は

144名であった。1992年の受験者は１名であった

ために，最高点・最低点が一致している。これは，

データ集計をTOEFLの受験年で集計したために，

学年度の後半に受験したデータが翌年の93年のデー

タとして集計されたためである。また，1998年の

受験データは２名，2001年の受験データは３名で

あった。受験する学生とすれば，学年度末，ぎり

ぎりまで準備をするか，あるいは受験をためらう

ために，いくつかの年度の受験者数が少なくなる

といった事態がある。受験者数の多かったのは

1999年の17名，９４，９７年の15名，2000,02年の１３

名などである。

144名の平均得点は453点であった。最高点は600

点であり，最低点は337点であった。理想的には，

ゼミナールに参加する前と後とでＴＯＥＦＬを受験

してもらい，その得点を比較できれば，教育効果

を計ることができる。残念ながら，ここでのデー

タは大学３年次在学中の任意の１回の受験結果で

ある。

1998年には２年生からのゼミ参加をはじめて開

始した年でもあり，２年生にTOEFLの受験をさ

せた。３名のケースであるが，９８年の440点から

99年には463点，９８年の390点から413点へと23点

伸びた学生がいる反面で，９８年の433点から99年

の410点へと23点下がった学生がいた。また，９９

年４月に457点γ同年９月に480点を獲得して

TOEFLスコアを提出した学生がいる。やはり２３

点の伸びであった。授業内ではTOEFL受験の準

備として練習問題などを解くことが全くないので，

学生本人の主体的な努力がないと誤差の範囲程度

の伸びが期待されるだけかもしれない。

450点を平均とする傾向は10年以上にわたって

安定的であり，大学受験において英語力が層別さ

れてきた結果であるようにも見える。法政大学経

営学部の平均的な学生像も，おそらくこのレベル

に近いものであろう。すなわち，大学３年生で

ゼミへの所属を希望するまじめな学生の平均的な

TOEFLスコアは450点前後であると思われる。

なお，300点台の学生も，コンスタントに存在

する。

法政大学では，2006年度から１年生にＴＯＥＦＬ

受験を半ば義務づけた。平均は400点前後であり，

440点を超える学生の比率が急激に下がる傾向に

ある１８・洞口ゼミナールの平均点450点は３年次で

の受験なので，直接に比較することはできない。

TOEFLのプレースメント・テストは2006年度か

ら導入された'9。
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たが，2000年以降は530点を超えても，選考過程

の競争で派遣留学生にはなれないケースが増えて

きた。

第６表は，洞口ゼミナールからの派遣留学生の

記録であるが，１５年間で８名であった21.1990年

代の４名のうち３名は日本人学生であり，１名は

中国からの留学生であった。2000年に派遣された

学生は父親がアメリカ人であり，０２年に派遣され

た学生は，すでに学齢での海外生活と，さらに大

学ｌ年次に休学・私費での留学経験があった。一

方で，2001年のトルーマン州立大学，2006年台湾・

国立中山大学に派遣された学生には留学経験はな

く，日本国内での語学学習をした成果であった22。

派遣留学とＳＡ制度

法政大学の派遣留学制度は1979年に第１回の海

外派遣をしており，すでに20年以上の歴史がある。

全学部から応募可能で１年間の派遣である。奨学

金は派遣先大学によって異なるが，法政大学から

70～100万円が支給され，派遣先大学の授業料は

全額免除される。2004年度は29名，０５年度は32名

の学生が派遣された20．

出願資格としてはTOEFLスコアの提出があり，

留学先大学によって異なるが，最低で530点，イ

ギリス・レディング大学およびオーストラリア・

シドニー大学では577点が必要である。1990年代

前半までは500点を満たしていれば出願資格があっ

第６表洞口ゼミナールからの派遣留学生派遣先

性別 その後の進路派遣先大学年

女京都大学大学院博士号取得後，私立大学助教授ノースイースト・ミズーリ

（現トルーマン州立）大学（米）

ベイラー大学（米）

ノースイースト・ミズーリ

（現トルーマン州立）大学（米）

シェフィールド大学（英）

レディング大学（英）

トルーマン州立大学（米）

シェフィールド大学（英）

国立中山大学（台湾）

1991 

東京大学大学院博士号取得後，国立研究所研究員

電機メーカー勤務，アメリカ駐在

男
男1991 

1993 

米系大手投資銀行勤務・上智大学ＭＢＡ取得

神戸大学大学院修士課程修了，オランダ系メーカー勤務

電機メーカー勤務

貿易会社勤務

３年次在学中

男
女
男
女
女

1996 

2000 

2001 

2002 

2006 

(出所）筆者作成。

第６表から２つの点を読み取ることができる。

第一に，男女の比率が互角になっている。成績順

位で選ばれる卒業総代に女子学生が多いことは周

知の事実であるが，法政大学経営学部の女子学生

比率が30％に満たない23ことを考えると，女子学

生が健闘していることになる。第二に，卒業後の

進路をみると，英語を使った職業に就いているケー

スが多い。基礎的な英語教育を終えた学生に－年

間の留学をさせるならば，英語による仕事を遂行

する能力を身につけさせることができる。就職先

についての専門性も，「経営学部」という専門分

野に対応しているように思われる。

第７表洞ロゼミナールからのＳＡ制度利用者

年 派遣先大学 '性別 その後の進路

カリフォルニア州立大学へイワード

（現イーストベイ）（米）

カリフォルニア州立大学へイワード

(現イーストベイ）（米）

ノッティンガム大学（英）

ネバダ大学リノ校（米）

４年次在学中

(貿易会社就職予定）

4年次在学中

（カリフォルニア州立大学留学予定）

4年次在学中（電機メーカー就職予定）

3年次在学中

2004 

2004 

男
男

2004 

2005 

男
男

(出所）筆者作成。
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法政大学経営学部にはＳＡ（スタディ・アブロー

ド）制度がある。大学２年時の後半ないし３年次

に，１シメスターないし１年間海外の提携大学に

学び，単位を認定する制度である。アメリカ．カ

リフォルニア州立大学へイワード枝（現・イース

トベイ校）およびネバダ大学リノ枝には２年時後

期の１シメスター・約３カ月間，イギリス・ノッ

ティンガム大学には１年間の留学が可能であり，

すでに洞口ゼミからは４名の経験者がいる。

第８表洞口ゼミナールからの私費留学

年 派遣先大学 性別 その後の進路

ＵＣデイビス（米）

LSE（ロンドン・スクール・オブエコノミクス）（英）

ＵＣサンタクルズ（米）

オックスフォード・ブルックス大学（英）

1999-00 

2000-01 

2002-04 

2004-05 

女
男
女
男

絵画輸入会社→自営業（高知県）

情報システム会社勤務

生命保険会社勤務

４年次在学中

（自動車メーカー勤務予定）

４年次在学中2006-カリフォルニア州立大学サンホセ校（米） 男

(出所）筆者作成。

第８表は，休学をして私費で留学した事例であ

る。ＳＡ制度のように単位互換を前提としないこ

と，また，財政的にも余裕のある学生が留学先を

選択するために，有名大学が選択される傾向にあ

る。法政大学においては，私費留学をする場合に

授業料の半額を払い込んで休学手続きをとる必要

がある24。このため父兄の財政的な負担が大きく

なり，私費留学をしたいと考える学生の数を減ら

すことにつながっている。家庭が裕福でない場合

には，学生自らが親の負担を大きくする行動を選

択しないであろう。

大学３年次を終了してから１年間休学．留学を

して，翌年３月に帰国するのが一般的だが，２年

間留学するケースもある。大学新卒としての就職

活動をするために，３月に帰国することになる。

第８表は多数のサンプルを集めたものではないが，

私費留学経験者と話をしたところでは，就職先の

満足度は高い25。

（以上，本号）

福島和弘・田口勝教・石井良子・川鍋明子の４名

がおり，表彰状には氏名を記載されている。

２『日本国際観光学会論文集』第13号，2006年３

月を参照されたい。

３金融部門本賞は，財団法人商工総合研究所の募

集テーマ「中小企業活性化のために地域金融機関

に求められる役割」に対して，論文名「足利銀行

によるリレーションシップ・バンキングの実践一

温泉旅館専担チーム先導による地域活性化に向け

た連携強化一」によって答えたものであり，当時

法政大学経営学部３年，福島和弘・田口勝教・石

井良子・川鍋明子，４年生飯野泰弘・付尚明の６名

によるものである。また，産業部門の準賞は，「環

境問題と中小企業」という募集テーマに対して，

論文名「食品リサイクルにおける新たなビジネス

チャンスー新たにビジネスに取り組む際，どのよ

うな要素が必要か－」を提出したものである。執

筆グループメンバーは，当時法政大学経営学部３

年の臼倉孝典・上條千史・西郷英文・鈴木祐子・

山岡薫の５名によるものである（敬称略)。全員が，

経営学部洞口ゼミに所属していた。

４フィールド・リサーチの方法については，小池・

洞口［2006］を参照されたい。筆者の研究分野は

国際経営論であるが，その分野のフィールド・リ

サーチについては洞口［2002］にまとめた。企業

経営に比較するとき，大学教育の現場は「非営利

組織」としてまとめることも可能であるが，本稿

１劉麗蕪・山口翠・張毅・金子真理「過疎地域に

おける高齢者主体の民宿経営一静岡県子浦と干葉

県岩井を事例に_」『日本国際観光学会論文集』第

１３号，2006年３月，ｐｐ､74-80．この４名は応募時

点で法政大学経営学部の３年生であった。また，

共同研究者として，当時法政大学４年生であった
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り正確に認識し，解決するという課題は残された

ままである。授業評価は，授業を履修した学生に

よる評価であり，履修できなかった学生の声を反

映することはできない。

９筆者は約20年ほど世界の日系企業でのインタビュー

調査を続けてきたので，東南アジアを中心とした

大多数の日系製造業メーカーは工場訪問に対して

オープンに対応してくれると認識している。学生

が，礼儀正しく，訪問の趣旨を伝えることができ

れば，それを受け入れてくれることは経験上，明

らかである。

１０後期の授業で後述するインターゼミナールの準

備が入ることが，本ゼミでの英語輪読のペースを

遅くしている。

ｌ１ＪｏｈｎＤ・Daniels，ＬｅｅＨ・RadebaughandDaniel

PSullivan,hter"αtjo"αZBusZ"CSS:Ｅ"ujro"ｍｅ"ts 

aMOperatZo"s,lOthedition,PearsonEducation 

International，2004,240ページ。

ｌ２ＪｏｈｎＤ・Daniels，ＬｅｅＨ・RadebaughandDaniel

P､Sullivan,I7zter"αtjo"αJBusmess:Ｅ、ﾉZro"ｍｅ"ｔｓ

α"dOperatjo"s,l0thedition,PearsonEducation 

lnternational，2004,241ページ。

１３日本の大学院入試に必要とされる英語力は，英

文１ページから２ページ程度を和訳させるタイプ

の出題が多い。多くは，いわゆる「足きり」とし

て利用されるので，７０％前後の得点で合格となる

こともある。英語で専門用語を理解していれば，

日本語での回答が可能である場合も多い。問題は，

研究者が教育者として俸給を得て授業を担当した

時に，学部学生に対する専門英語教育の水準をい

かに高めるかにある。それも，英語の基礎学力が

必ずしも高くない学生に対しての飽<なき挑戦と

してである。

１４大学教員の英語レベルについても疑問の余地は

ある。大学の紀要に掲載される英語論文のなかに

間違った英語が残っている場合もある。また，英

文を邦訳して引用した研究に，誤訳が残っている

例もある。

１５筆者が利用しているのは，宮川幸久・綿貫陽・

須貝猛敏・高松尚弘『ロイヤル英文法』旺文社，

1988年，あるいは，石黒昭博監修『総合英語Forest』

第４版，桐原書店，2003年である。後者について

は，筆者の学部ゼミ生が大手予備校で利用してい

の事例について言えば，教師と学生という役割分

担が比較的明確であることも大きな特徴のひとつ

であろう。

５清成［2003］は，法政大学が1990年代に試みた

大学改革を記録している。アメリカの大学は研究

型，リベラル・アーツ型，職業人教育型の３類型

に分けられ，リベラル・アーツ型大学においては，

専任教員１人あたりの学生数が10人前後であるこ

とを紹介している（171～172ページ)。

６法政大学経営学部学術ゼミナール研究委員会と

いうゼミナール参加学生を中心とした団体があり，

新ゼミ生を募集するときに作成・配布する冊子で

ある。学生による自主的な活動が重視されている

という意味では，法政大学においては伝統的であ

るが，新設の大学などでは珍しい存在であるのか

もしれない。

７法政大学経営学部学術ゼミナール研究委員会

『イントロダクション・トウ・セミナー』2005年度

版より算出。

８在学生の半数程度しかゼミナールを履修できて

いない。その意味としては，①法政大学の教員一

人当たりの学生数が多いという事実を反映したマ

スプロ教育のなごりがあること，②ゼミの教育内

容と，ゼミに参加を希望する学生との間にミスマッ

チがあること，あるいは，③ゼミを履修したいと

希望する学生が必ずしも多くない，といった可能

性がある。①については，ゼミナール担当教員を

専任教員に限定するという慣例の影響が大きい。

研究・教育に熱心な非常勤講師がゼミナールを担

当しないという理由について，明快な理由がある

ものかどうか，筆者は知らない。②については，

たとえばマーケティング関係科目に対する学生の

根強い人気があるが，－科目一教授という原則で

採用人事が行われているために，ミスマッチを是

正するスピードが遅いという可能性もある。③の

要因については，「ゼミに所属しない学生は，本来，

ゼミに所属したかったのか」という疑問が残され

ている。さらに，より詳細に考察するとすれば，

他大学，同規模私立大学と比較して，この水準は

高いのか，低いのか，という問題もある。教育的

には，ゼミに所属していない学生の専門知識，プ

レゼンテーション能力はいかにして高められるの

か，という問題もある。これらの一連の問題をよ
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たという話から利用をはじめた。英文法について

は，－度習っただけで完壁に理解できるようにな

ることは稀であり，大学での反復した学習が必要

であろう。

l6Daniels,ｅｔ・ａＬ，ｐp２４３．

１７前掲，石黒昭博監修『総合英語Forest』165ペー

ジ。なお，この事例は2006年６月20日のゼミナー

ルでの議論で実際に起こった内容である。

１８法政大学英語科担当データであり非公開。

１９４年間で80点から100点程度ＴＯＥＦＬスコアの伸

びを与える英語教育，あるいは，学部としては５０

パーセントの学生が500点を超えるTOEFLスコア

を獲得できる英語教育を目標とすることは，実現

可能で，かつ意味のあるコミットメント（必達目

標）であるように思われる。

２０『法政大学2007大学案内』法政大学入試センター，

２１～22ページ。

２１ほかに，1999年に派遣留学をした学生が１名い

たが，帰国後，卒業論文を提出しなかった。

２２派遣留学を可能にする英語力の養成には家庭環

境が果たす役割があまりにも大きく，どう控え目

にみても教育の機会均等は成り立っていない。塾，

私立進学校への受験，子女を帯同した海外赴任な

どの効果が累積すると，おそらく，それらを全く

経験しなかった学生には大きなハンディキャップ

となる。これは全世界に普遍的な問題であり，日

本のみの問題ではない。教育機会については，親

の資産が影響を与える限りにおいて，不平等であ

る。しかしその一方で，個人の努力によって派遣

留学を勝ち取る学生がいることを嬉しく思う。

２３前掲第２表参照。3,479名中953名が女子学生で

あり，27.4％となる。

２４法政大学に休学手続きをせずに授業料の全額を

払い込んで留学し，留学先での単位を獲得してか

ら留学後に法政大学に対して単位申請をするとい

うシステムもある。この場合にも授業料負担が多

いために，学生は，授業料半額の休学を選択する

ことが多い。

２５個人的には，休学期間中の授業料を半額負担す

るのは，重い負担であると感ずる。学籍維持と事

務手続きに授業料の半額というコストがかかると

は思えない。私費留学をした学生は，自らのコス

ト負担によって良い就職をし，大学の評価を高め

る効果をもたらすのであるから，「学籍維持手数料」

といった事務コストの名目を設けて，多数の学生

が留学をできるようにサポートすることが大学の

教育的責務であり，かつ，長期的な教育水準の向

上につながるのではないだろうか。
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付表1

2006年１月30日（月）

《2006年度洞口ゼミナール春合宿しおり》

文責：学生氏名Ａ学生氏名Ｂ

【合宿の概要】

国
2006年２月6日（月）～２月８日（水）２泊３日

｢肩TEi瘍雨｜
太田市金山青年の家

住所：〒373-0025群馬県太田市熊野町39-34

ＴＥＬ・ＦＡＸ：（0276）22-7956

ＨＰ：http://www・city・ｏｔａｇｕｎｍａｊｐ／gyosei／0100a／007／０１／seinennoiehtml

丘塲頁享亮｜
①日産自動車株式会社栃木工場

住所：〒329-0692

栃木県河内郡上三川町上蒲生2500

ＨＰ：http://www・nissanco・jp／INFO／FACTORY／TOCHIGI／

②富士重工業株式会社群馬製作所矢島工場

住所：〒373-0822群馬県太田市庄屋町１－１

ＨＰ：http://www・fhLco・jp／ｖｃ／index・ｈｔｍｌ

③コカ・コーライーストジャパンプロダクツ株式会社岩槻工場

住所：埼玉県さいたま市岩槻区古ケ場２－８－６

|蓼iii署|
洞口治夫教授とゼミ生23名

（新４年12名，新３年10名，新２年１名）計24名

函
太田市金山青年の家の宿泊費（税込み46,000円）

研修室代（税込み1,600円）

食事代（税込み84,484円)※’

飲み代（税込み11,000円）

交通費（税込み127,600円）

雑贄※２

１人当たり

1人当たり

１人当たり

１人当たり

１人当たり

１人当たり

2,000円

６７円

3,666円

500円

5,317円

450円

合計 1人当たり12,000円

※１食事代の内訳（1人当たり）

・朝食504円×２（1,008円）

・昼食577円×１＋400円×１（977円）

・夕食840円×２（1,680円）

※２雑費の内訳

・菓子折り代

・予備費

｢i詞霊｜
①１日目（２月６日）のバスのルート

法政大学市ケ谷キャンパス～首都高・東北道・北関東道～宇都宮上三川ＩＣ～日産自動車栃木工場～宇都宮上三
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川ＩＣ～北関東道・東北道～館林ＩＣ～太田市金山青年の家

②３日目（２月８日）のパスのルート

太田市金山青年の家～富士重工業矢島工場～館林IC～東北道～岩槻ＩＣ～コカ

道・首都高～法政大学市ヶ谷キャンパス

コーラ岩槻工場～岩槻ＩＣ～東北

囮
①法政大学～太田市金山青年の家

１．電車［所要時間：２時間27分，運賃：1,150円］

飯田橋駅→ＪＲ総武線→秋葉原駅（乗り換え）→ＪＲ京浜東北線→日暮里駅（乗り換え）→ＪＲ常！
１３:22発１３:32発１３:49発

北千住駅→東武伊勢崎線準急→太田駅
１４０５発１５:49着

２．タクシー［所要時間：約10分，運賃：1,600円～1,800円程度］

太田駅→タクシー→太田市金山青年の家

３．路線パス［所要時間：約11分，運賃：200円］

太田駅南口→強戸・薮塚線（７番新田暁高校行き)→金山町バス停→徒歩→太田市金山青年の家
１６:05発１６:16着１６:31着

②太田市金山青年の家～法政大学

１．タクシー［所要時間：約10分，運賃：1,600円～1,800円程度］

太田市金山青年の家→タクシー→太田駅

２．路線パス［所要時間：約10分，運賃：200円］

太田市金山青年の家→徒歩→金山町バス停→強戸・薮塚線（16番太田駅南口行き）→太田駅南口

１８：００発１８：３０発１８：４０着

２．電車［所要時間：２時間23分，運賃：1,150円］

太田駅→東武伊勢崎線準急→北干住駅(乗り換え）→ＪＲ常磐線快速→日暮里駅（乗り換え）→
１９：０９発２０：５９発２１：１１発

ＪＲ京浜東北線→秋葉原駅→ＪＲ総武線→飯田橋駅
２１：２５発２１：３２着

※金山町バス停地図

→ＪＲ常磐線→

鞠

謹奮壼夛

懸藝JｌｌＬＵｍ

氏子「

※矢島タクシー（株）ＴＥＬ：（0276）60-1234

※合宿では，すべてパスでの移動となりますので，万一，バスに乗れなかった方は上記のアクセスを参考にして

下さい。
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経営志林第43巻３号2006年10月４１

[痔75W、
□合宿のしおり

□ノート（授業用と工場見学用）

□辞書

□衣服（２泊分）

□常備薬

□雨具

□合宿費（未払いの人のみ）

□ケーススダディーのレジュメ

□筆記用具

□洗面用具，タオル（パスタオルも含む）

□石鹸，シャンプー

□保険証のコピー

□現金（予備費）

｢吾肩､霊’
２月６日月曜日（初日）

i三
※初日は出発する前に食事を済ませること。バス内に持ち込んでの飲食も可能。

※浴室が狭いため，入浴時間は延びる可能性がある。

２月７日火曜日（２日目）

２月８日水曜日（最終日）

※当日の昼食は弁当。

１０：４０ 法政大学市ヶ谷キャンパス正門付近に集合

１１：００ バスで日産栃木工場へ移動（所要時間約２時間）

１３：１０ 日産栃木工場に到着

１３：２０－１５：３０ 日産栃木工場見学

１５：４０ パスで太田市金山青年の家へ移動（所要時間約２時間）

１７：５０ 太田市金山青年の家に到着

１７：５０－１８：００ チェックイン

１８：００－１８：４５ 夕食（英会話①）

１９：００－２０：００ 入浴

２０：１０－２１：００ 自習

２２：００ 消灯

７：００ 起床

７：３０－８：３０ 朝食（英会話②）

９：００－１２：００ 3時間勉強_トヨタの生産方式及び日産の事例一（中休憩）

１２：１０－１２：５０ 昼食（英会話③）

１３：００－１７：００ 4時間勉強一日産の事例及び富士重工業の事例一（中休憩）

１７：１０－１８：００ 夕食（英会話④）

１８：１０－１９：００ 入浴

１９：１０－２１：００ 懇親会（自己紹介１人１分程度）

２２：００ 消灯

６：３０ 起床

７：００－７：３０ 朝食（英会話⑤）

８：１０ チェックアウト

８：１５ バスで富士重工業群馬製作所矢島工場へ移動（所要時間約30分）

８：５０ 富士重工業群馬製作所矢島工場に到着

９：００－１１：００ 富士重工業群馬製作所矢島工場見学

１１：１０ パスでコカ・コーラ岩槻工場へ移動（所要時間約１時間半）

１２：４５－１３：１５ コカ・コーラ岩槻工場にて昼食

１３：２０－１４：５０ コカ・コーラ岩槻工場見学

１５：００ バスで法政大学市ケ谷キャンパスへ移動（所要時間約１時間半）

１６：３０ 法政大学市ケ谷キャンパスに到着

１６：４０ 法政大学市ケ谷キャンパスにて解散
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４２学部ゼミナールにおける経営学教育の方法と実践一工場見学・英語教育・論文作成とインターゼミナールー（１）

|蔀扉、=ｦTT〒］
・講師室（１人）洞口治夫教授

・第１和室（４人）Ａ，Ｂ，ＱＤ

．第２和室（４人）Ｅ，Ｆ，ＧＨ

・第４和室（５人）１，Ｊ，Ｋ，Ｌ，Ｍ

・第５和室（５人）Ｎ，Ｑ，Ｐ，ＱＲ

・第６和室（５人）Ｓ，Ｔ，ＵＶ，Ｗ

※部屋長の名前にアンダーラインを引いてある。

|葵吾藷｜
①マイブームについて

②普段の生活について

③最近気になったニュースについて

④趣味について

⑤春休みのプランについて

[察意蓮蕗晃｜
企画係 〔携帯電話番号〕

〔携帯電話番号〕

〔携帯電話番号〕

〔携帯電話番号〕

学生氏名Ａ

学生氏名Ｂ

学生氏名Ｃ

学生氏名，
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×
×
×
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×
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Ｕ
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Ｕ
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〉
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ゼミ長

副ゼミ長

金山青年の家館内配置図

玄

(2噸）

(1粥）

匠

襲い⑪ひろぱ駐蝿饗
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経営志林第43巻３号2006年10月４３

付表２．工場見学の質問表

日産自動車株式会社栃木工場

《貴社工場見学に関する質問状》

文責：洞口ゼミナール

■工場について

質問1．貴社栃木工場が栃木に立地された経緯について，また，他の国内工場と比べた時の栃木工場の位置づけに

ついてお教え下さい。

質問２．栃木県の施策として，外資系企業を積極的に誘致しているという取り組みがありますが，貴社栃木工場に

おいてそれによる産業クラスター効果等の影響はありますか。

■人的資源管理について

質問３．貴社栃木工場の従業員の方々における，正社員・パート及び派遣社員の方の割合はどのくらいでしょうか。

また，作業はどのように平準化されているのでしょうか。

質問４．２００７年問題等，熟練労働者から若い労働者への技術の継承問題が昨今話題に上っていますが，貴社栃木工

場ではそのような問題を解決するための取り組みなどは何か行っていますか。

質問５．質問３．及び４．にも関連しますが，作業マニュアルの作成や技術指導など，貴社栃木工場における教育体

制についてお教えください。また，従業員のモチベーションを向上させるための制度や取り組みなどはあ

りますか。

■生産ライン・管理について

質問６．栃木工場において，生産活動に必要な生産設備や部品などはどこから調達しているのでしょうか。また，

部品はどのくらい先まで発注しているのでしょうか。

質問７．部品の発注や在庫管理など生産管理活動を支える上での情報システムはありますか。

質問８．ルノーと貴社の車体を共有化して混流生産を行っていますか，もし行っているのであれば，その割合をお

教え下さい。

質問９．生産量の変化に応じて効率的にラインの組み替えを行っているのかお教えください。また，どのぐらいの

時間がかかりますか。

質問10．貴社のＨＰを拝見したところ，工場ごとに異なる車種（型）の生産を行っているように見受けられました

が，その理由についてお教え下さい。また，貴社栃木工場では何故スポーツ・セダンの生産を行っている

のでしょうか。その理由も併せてお教え下さい。

■海外との取引・ルノー社との提携について

質問11．貴社栃木工場では，いくつか海外向けの車種を作っていますが，どのような製品をどの地域にどのくらい

の割合で出荷しているのでしょうか。また，海外向けの車種を内陸部で製造していますが，輸送コストの

問題などはあるのでしょうか。お教え下さい。

質問12．ルノー社と提携してから海外部品調達先の変更などはありますか。また，変更された場合，それによって

貴社栃木工場で何か影響を受けたことなどはありますか。お教え下さい。

質問13．ルノー社との提携によって，販売チャンネルは拡大されましたか。拡大された場合，具体的にどのような

地域で拡大されましたか。お教え下さい。

質問14．貴社栃木工場において，海外現地法人での勤務経験のある方はいらっしゃいますか。もしいらっしゃれば，

海外現地では，ラインの管理，従業員の育成，生産予測など，どのように行っているのかお教えください。

また，日本工場との相違点をお教え下さい。

丘
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4４学部ゼミナールにおける経営学教育の方法と実践一工場見学・英語教育・論文作成とインダーゼミナールー（１）

富士重工業株式会社群馬製作所矢島工場

《貴社工場見学に関する質問状》

文責：洞口ゼミナール

■工場について

質問１．貴社矢島工場がこの地に立地された経緯について，また，他の国内工場と比べた時の貴社矢島工場の位置

づけをお教えください。

質問２．貴社矢島工場では金型を内製化なさっているのでしょうか。

■人的資源管理について

質問３．貴社矢島工場の従業員の方で正社員とパート及び派遣社員の方の割合はどのくらいでしょうか。また，外

国人労働者の割合はどのぐらいでしょうか。彼らの雇用形態についてお教えください。

質問４．質問３．にも関連しますが，パート及び派遣社員の方のために，作業はどのように平準化されているので

しょうか。

質問５．作業マニュアルの作成や技術指導など貴社矢島工場における教育体制についてお教えください。また，従

業員のモチベーションを向上するための制度や報酬などありますか。

■生産ライン・管理について

質問６．貴社矢島工場において，生産活動に必要な生産設備や部品などはどこから調達しているのでしょうか。ま

た，部品はどのくらい先まで発注しているのでしょうか。

質問７．どのような情報システムで部品の発注や在庫管理などの生産管理活動を行っていますか。お教え下さい。

質問８．貴社矢島工場では混流生産を行っていますか。生産量の変化に応じて効率的にラインの組み替えを行うた

めにどのような取り組みをなさっていますか。お教え下さい。

■海外との取引について

質問９．貴社矢島工場は，生産の拠点として国内外の工場に出荷しているとの事ですが，どのような製品をどのよ

うな地域にどのくらいの割合で出荷していますか。

質問10．貴社矢島工場において，部品の調達において海外との取引はありますか。どのくらいの割合で調達してい

ますか。

質問11．貴社矢島工場において，海外現地法人での勤務経験のある方はいらっしゃいますか。もしいらっしゃれば，

海外現地では，ラインの管理，従業員の育成，生産予測など，どのように行っているのかお教えください。

また，日本工場との相違点をお教えください。

回
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コカ・コーライーストジャパンプロダクツ株式会社岩槻工場

《貴社工場見学に関する質問状》

文責：洞口ゼミナール

■工場について

質問１．貴社岩槻工場がこの地に立地された経緯について，また，他の国内工場と比べた時の岩槻工場の位置づけ

をお教え下さい。

質問２．貴社岩槻工場で生産される商品の種類はどのように決定されていますか。お教え下さい。

■人的資源管理について

質問３．貴社岩槻工場では，生産量や生産品目の変化に応じて，余剰人数や不足人員の確保のために，コカ・コー

ラ・グループ内の他の工場と連携しているケースはありますか。

質問４．貴社岩槻工場の従業員の方で正社員とパート及び派遣社員の方の割合はどのくらいでしょうか。又，作業

はどのように平準化されているのでしょうか。

質問５．作業マニュアルの作成や技術指導など貴社岩槻工場における教育体制についてお教えください。また，従

業員のモチベーションを向上するための制度や取り組みなどありますか。

■生産ライン・管理について

質問６．貴社岩槻工場において，生産活動に必要な生産設備や原材料などはどこから調達しているのでしょうか。

また，原材料はどのくらい先まで発注しているのでしょうか。

質問７．どのような`情報システムで原材料の発注や在庫管理などの生産管理活動を行っていますか。お教え下さい。

質問８．生産量の変化や商品の入れ替わりに応じてどのように生産ラインの組み替えを行っているのかお教え下

さい。

■海外との取弓|，環境への取り組み|こついて

質問９．貴社岩槻工場で生産された製品はどのようなルートで，どのような地域に出荷していますか。

質問１０．貴社岩槻工場において，生産設備や原材料の調達に関して海外との取引はありますか。もし取引がある場

合は，どのくらいの割合で調達していますか。

質問11．貴社岩槻工場において，海外現地法人での勤務経験のある方はいらっしゃいますか。もしいらっしゃれば，

現地では，ラインの管理，従業員の育成，生産予測など，どのように行っているのかお教え下さい。また，

日本工場との相違点をお教え下さい。

質問12．貴社岩槻工場で使用されている緑茶飲料の茶葉のうち，海外産が占める割合はどのくらいでしょうか。ま

た，その輸入先にはどのような地域が挙げられるのでしょうか。お教え下さい。

質問13．貴社岩槻工場で使う水はどちらから調達されていますか。また，商品化までの過程で水質の管理はどのよ

うにされていますか。

質問14．貴社岩槻工場では，使用済み商品パッケージ（空きペットボトル，空き缶，空き瓶）のリサイクル活動を

行っていますか。もし行っているのであれば，具体的にどのような取り組みを行っているのかお教えくだ

さい。また，回収率についてもお教え下さい。

匠
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